
粗糖の輸入量と輸入相手国は、年によって変
わりますが、2020 砂糖年度では、高糖度原
料糖を主としたオーストラリアからの輸入量
が一番多く、ついでタイの順となっています。

さとうきびは暖かい気候を好むため、日本では
鹿児島県南西諸島や沖縄県の島々で栽培されて
います。

※ 砂糖年度とは10月から翌年9月

南西

砂糖の国内生産と輸入状況

（2020砂糖年度）

総輸入量
1,027千t

オーストラリア
（高糖度原料糖）

909千t
（88.5%）

その他
0.2千t
（0.0%）タイ

118千t
（11.5%）

国内で精製されています。

また輸入粗糖は、オーストラリア、タイ等の国々から輸入されています。
国内産糖の原料となるさとうきびは、鹿児島県南西諸島や沖縄県の島々で、またてん菜は、北海道で生産されています。
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